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沁澱弩のM総醐

熊野神被境内にて

※騰連雲己事レP2・3

ギ大地の芸衛祭を終えて講
　～3名の方にご慧晃をお聞きしました～　〉P4～5

ギ敬老の欝特集議
　～畏寿の達人を紹介～　〉P6

r新農業委員の顔ぶれ謙
　～改選された捻舷の婆麟壱紹介～　〉P？

独澱驚倒議会が闘縫講
　～一般質閥での念併問題を特集～　レP8～圭0

ギ桝松二郎疑が講演議
　～町づくり町疑講座繍町村禽併を膏える」にて～　レP鱒

ギ松之出小学校に介護予跡教嚢が兜議議
　～地域と掌校のみれあいの場に～　〉P13
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おめでた（鎧生）

該当なし

おくやみ（死亡）

高橋隆一さん
轟橋マリ子さん

租澤イトさん
嵩橋寛一さん

63歳　　天水護鋳　〈助　　差垂）

66歳　　湯　　本　（坂　　新〉

82歳　　ノ」、　谷　（宮　　軸ド）

67歳　松　欝（あめや〉

＊8月1露から8月3蠣までの届出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、届餓の時

に窓qにお話ください。

榔◎麟懲

　　　　8月3旧現在

欝
男
女
数

人
帯
総
撮

3，052人（一4〉

！，488人（±0〉

ま，564人〈一4〉

i，103戸　（±0）

（）内は蔚月との比較

　町民憲章　騨，、年，月簿｝定

わたしたちは松之出町浅です。郷烹を愛し、

みんなでよりよい騎づくりをしよう。

町罠の奮露葉

　ユ、美しい緑と雲の中で
　　　　　　　心登かな人になろう
　王、ブナの構が触れ合うように
　　　　　　　連体の心をもとう
　工、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　翻遣のカを蕎めよう

99
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響◎・”・25　　3・36・30

70自　9・23 霊5・33

※9月槍臼、肇禰は温泉街一斉休βです。
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寸
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灘
欝
響

．藻

繰
璽

鐵
棄
水
島
　
叢
島
会
F

　
戦
時
中
に
中
噺
、
終
戦
後
一
時
復
活
し
た
も
の
の
昭
釈
2
5
年

頃
途
絶
え
る
。
30
年
に
お
よ
ぶ
長
い
聖
自
を
経
て
昭
瀦
57
年
に

青
年
等
に
よ
る
蒋
興
が
始
ま
る
。
神
楽
面
な
ど
も
散
逸
し
て
無

か
ら
の
患
発
で
あ
っ
た
が
、
賓
老
の
助
露
と
猛
練
習
が
実
を
結

び
晃
事
に
爾
興
を
果
た
し
た
。
鯵
年
9
月
に
調
催
さ
れ
る
熊
野

神
歓
境
内
で
の
秋
祭
り
舞
禽
で
舞
い
続
け
ら
れ
て
い
る
。

灘
湯
轟
　
太
神
楽
保
存
会

　
湯
山
神
楽
と
い
え
ば
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
知
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
も
戦
時
中
に
一
旦
中
漸
し
た
。
霧
興
さ
れ
た
の
は
昭
趣
4
6
年
、

時
の
欝
年
等
に
よ
っ
て
「
湯
由
太
神
楽
保
存
会
篇
が
結
成
さ
れ
、

以
降
30
有
余
年
に
渡
り
精
力
的
な
括
動
を
続
け
て
い
る
。
毎
奪
8

月
の
最
終
土
曜
鎧
に
醐
催
さ
れ
る
「
湯
山
太
神
楽
祭
鳳
に
は
町
内

’
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
賑
わ
う
。

灘　　灘
　製萎

鞠

　
現
往
行
わ
れ
て
い
る
松
之

山
の
神
楽
は
い
ず
れ
も
岡
系

統
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

特
に
磨
傘
の
舞
な
ど
に
は
軽

業
緬
的
な
動
き
が
見
ら
れ
る

が
、
神
楽
と
同
時
に
僅
勢
膏

頭
や
八
木
簾
な
ど
の
踊
り
、

お
か
め
と
六
兵
衛
の
戯
れ
猛

書
が
演
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、

山
伏
神
楽
の
流
れ
を
く
む
旅

芸
人
神
楽
の
影
響
を
残
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
神
楽
は
、
も
と
は
天
皇
の

鎮
魂
を
目
的
と
し
た
祈
祷
性
”

神
事
挫
の
濃
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
災
間
で
行
わ
れ
る
羅

神
楽
は
、
単
安
来
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
東
大
専
や

興
橿
寺
な
ど
で
大
法
会
が
催

さ
れ
た
際
、
余
興
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
た
神
楽
が
遊
行

僧
ら
に
よ
っ
て
地
方
に
伝
え

ら
れ
、
の
ち
に
遊
行
僧
の
修

験
化
と
と
も
に
山
伏
神
楽
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ

た
。
こ
の
神
楽
で
は
由
伏
の

茂
行
を
誇
示
し
た
動
き
の
激

し
い
舞
が
演
じ
ら
れ
た
と
い

い
、
彼
ら
は
揮
勢
の
太
神
楽
．

捗
勢
の
お
祓
い
と
称
し
て
各

地
を
翻
り
、
懸
芸
や
狂
書
な

2

す

　
き

灘
鐵

　
　
　
　
購

譲
麟
灘

欝
天
水
越
　
神
楽
保
存
会

　
昭
和
鐙
奪
代
に
途
絶
え
、
終
戦
後
｝
蒔
復
活
し
た
も
の
の
禅
祇
で

お
祓
い
す
る
程
度
の
も
の
だ
っ
た
。
復
興
の
き
っ
か
け
は
、
佐
藤
宋

太
郎
氏
等
が
眠
っ
て
い
た
神
楽
画
を
探
し
当
て
、
不
動
祇
の
移
転
祝

賀
会
で
舞
っ
て
大
好
評
を
得
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
著
渚

達
に
引
き
継
が
れ
、
舞
年
8
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
不
動
社
祭
の
舞
台

で
舞
い
続
け
ら
れ
て
い
る
、

翻
藤
禽
　
露
払
輪
保
存
会

　
戦
箭
ま
で
は
「
玉
遊
び
幅
や
「
天
狗
と
獅
子
の
舞
』
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
復
興
後
の
現
荏
は
「
露
払
い
し

の
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
天
狗
と
獅
子
が
お
祓
い
を
し
な

が
ら
参
道
を
上
り
、
鳥
屠
に
張
ら
れ
た
潅
連
縄
を
刀
で
切

り
払
う
「
濡
連
切
り
恥
を
行
う
。
出
伏
神
楽
の
吉
式
作
法

を
今
に
伝
え
る
も
の
で
、
参
道
は
厳
粛
な
窒
気
に
包
ま
れ

る
．
療
年
9
月
第
2
土
曜
に
行
わ
れ
る
。

ど
も
演
じ
た
と
い
う
合

　
松
之
山
の
神
楽
も
こ
う
し

た
影
響
を
色
濃
く
残
し
て
い

る
。
た
だ
神
祇
祭
礼
な
ど
に

は
催
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

舞
を
奉
納
す
る
と
い
っ
た
神

事
性
は
薄
く
、
む
し
ろ
遊
芸

神
楽
と
で
も
い
う
の
か
、
そ

の
所
作
や
口
上
な
ど
に
歌
舞

伎
芸
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ

る
。
（
松
之
山
町
史
・
文
化
財

等
よ
り
抜
粋
）

　
松
之
由
の
神
楽
は
明
治
か

ら
大
蕉
に
か
け
て
も
っ
と
も

盛
ん
で
あ
り
、
昭
憩
初
期
ま

で
は
多
く
の
集
落
で
行
わ
れ

て
い
た
が
、
度
重
な
る
戦
争

に
よ
り
そ
の
多
く
が
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
。
唯
…
途
切
れ

る
こ
と
な
く
萌
治
か
ら
受
け

継
が
れ
、
そ
の
浩
動
が
蕎
く

評
緬
さ
れ
て
き
た
申
羅
e
繭

神
楽
保
葎
会
は
、
後
継
奢
不

雌
に
よ
り
平
成
5
年
畷
よ
り

浩
動
を
休
丘
し
て
い
る
こ
と

は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
現
荏
、

天
水
島
・
天
水
越
・
藤
倉
・
湯

由
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
神
楽

は
、
い
ず
れ
も
昭
和
4
0
年
代

以
降
に
な
っ
て
地
元
の
著
奢

等
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
も
の

で
、
溝
の
伝
統
文
化
と
し
て

新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
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る
神
楽

は
、
い
ず
れ
も
昭
和
4
0
年
代

以
降
に
な
っ
て
地
元
の
著
奢

等
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
も
の

で
、
溝
の
伝
統
文
化
と
し
て

新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
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7
月
2
0
欝
、
精
神
的
な
受
け
入
れ
態
勢
が
ま
だ
整

わ
な
い
中
で
第
2
園
大
地
の
芸
徳
祭
が
開
幕
し
た
。

十
露
町
会
場
で
の
醐
会
式
に
先
立
ち
、
上
湯
の
諏
訪

神
牲
境
内
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等
の
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
オ
…
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
、

祭
神
「
御
名
方
命
繍
も
さ
ぞ
か
し
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
会
期
50
獲
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
感
が

あ
る
が
、
上
湯
集
落
に
臼
中
で
8
、
2
4
6
人
も
の

お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
く
れ
た
。
管
理
人
と
し
て
の
私

の
勤
め
は
、
第
…
翻
の
芸
徳
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
だ

っ
た
の
で
、
今
強
は
予
期
し
て
い
た
以
上
に
大
粒
の

汗
を
か
い
た
．
し
か
し
芸
術
祭
の
趣
蜜
や
現
代
ア
…

ト
を
愛
好
す
る
皆
さ
ん
の
心
憎
を
理
解
し
て
、
驚
を

始
め
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
の

一
体
化
の
中
で
、
　
「
誠
意
と
笑
顔
」
が
モ
ッ
ト
ー
の

ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
大
適
な
く
期

問
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

　
期
問
を
振
り
返
っ
て
き
つ
か
っ
た
こ
と
と
い
う
と
、

宿
泊
奢
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
遅
れ
て
い
る
の
に
、

覆
中
見
学
の
大
型
バ
ス
が
予
定
よ
り
軍
く
到
管
し
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
こ
と
や
、
雨
の
段
が
続
き
宿

泊
者
の
衣
類
を
ス
タ
ッ
フ
が
家
に
持
ち
帰
り
乾
燥
し

た
こ
と
等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
一
臼
平
均
王

6
0
人
を
趨
え
る
入
館
麿
（
簸
葛
は
5
3
8
人
）
で

管
内
が
ご
っ
た
返
し
、
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ス
で
難
応
で

き
な
く
な
り
、
心
中
曇
り
窪
の
沼
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
時
に
は
往
時
の
農
粒
の
生
活
や
嵐
習
な
ど
を
い

ろ
り
を
霞
ん
で
語
し
た
り
す
る
と
、
小
さ
い
な
が
ら

も
人
集
ま
り
が
で
き
自
己
満
建
で
き
た
ヨ
も
あ
っ
た
。

単
に
作
鐵
の
案
内
だ
け
で
は
な
く
、
お
客
様
と
ど
う

つ
き
合
っ
た
ら
良
い
か
な
ど
が
今
後
の
諜
題
だ
と
思

つ
て
い
る
。

　
会
期
中
に
マ
ス
コ
ミ
か
ら
、
大
地
の
芸
徳
祭
で
集

落
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
、
と
問
わ
れ
た
。

歯
切
れ
の
農
い
回
答
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
新
作
編

の
鰯
作
で
は
作
家
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
花
や
薬

箪
の
採
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
そ
の
作
業

を
通
し
て
お
互
い
に
心
を
通
じ
合
え
た
と
い
う
欝
び

を
嫁
わ
っ
た
り
、
倒
溝
に
落
ち
た
毒
の
引
き
上
げ
や

道
案
内
な
ど
に
人
情
が
こ
も
っ
た
対
慈
で
あ
る
、
な

ど
の
記
事
を
雑
記
頓
か
ら
拾
う
こ
と
が
で
き
た
．
上

湯
に
是
を
還
ぶ
皆
さ
ん
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
芸
衛
作

品
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
豊
か
な
自
然
と
人
構
を
慕
っ

て
と
も
露
え
そ
う
だ
。

　
今
臼
も
何
人
か
の
お
客
様
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

夢
の
家
に
麟
か
っ
て
い
る
。

　
醗
の
臨
か
ら
眺
め
る
集
落
は
、
心
な
し
か
濡
気
づ

い
て
見
え
る
。

5

描の跨鱗が
　　　　協幕

7虜20臼から9月78の50臼間に渡って醐催さ
れた大イベントが修了しました。麓＠第壕⑨1こ嬬較

ずると大きな盛り上がりを見せ、町昆からも好評の

意見が多く聞かれました。菰報では、3名の方に今

働の芸術祭を振り返って痩きました。

瀬寮簿講溺入鱗燃み嚢数 （人〉

アー灘贔鑑賞奢 閣達撚ン繋参撫岩 奮　欝

牽β購霧 53，50Q 3，900　－ 57，400

燭茜驚 14，900 500 遷5，400

津南跡 8，700 200 8，900

帝墨籾 5，900 200 6，1（〉0

松代鍵 52，8GO 5，300 58，荏OO

松之繊購 57，600 漢，600 59，2QO

合獣 手93，4QO 質，ア00 205、等0（）

籔簿内蕊要施設来場癒数 1入）

讃之鐵碁》エンナーレ璽ンター（ギ簑鷺霞駐寧場趨） 3，532

膝の学校鎌蕊鐵鶏 23，503

夢　　の　　家 8，246

棄擁墾学絞盤品 6，886

籔芸衛祭期濁中のギ夢の家諺入館餐の魏較

今鐵第2鰻 入館餐　8，246人 癬油餐　240人

前園第1躍 入館餐　7，279人 宿油餐　璽99人

※華成鱗鋒度中は、入館轡苫，玲0人　樗漉餐206人でした。

闘
会
式
を
盛
り
上
げ
た
薮
童
の
秘
太
蓼
と
実
神
騨
ご

9
月
フ
臼
、
松
代
ス
子
ー
ジ
吻
塞
つ
だ
い
露
鳳
農
耕
文
化
栂
セ
ン
タ
ー
｝
に
て

常に繭向きの

　　　姿勢を持って

松之醐観嚢協餐柳　靖治

松之山とも今翻は拠点ともいえるメイン施設が完成し、

それぞれが異なった猿いを持った偲性ある施設ができた

ことは蕎く評価されると思います。

芸術祭の期聞中冷夏に見舞われましたが、かつてない

人びとの交流があり、観光地は温泉・旅館・飲食店・食

料最唐それぞれが…様に、大きな波及効果があったもの

県が中山間地活性化事業の…環として、越後妻有地域　と思います．悶題は祭典が終わった後、それぞれの施設

…帯を里翻プラン事業と名付け、今から3年蔚に第…回　に引き続き多くの人が訪れてもらえるかということです。

の大地の芸術祭・アートトリエンナー一レ2000が開催され　　　ギ森の学校3キョロロは通年営業が計爾されています。

ました。現代アートとか、アートネックレスとか、正直　松之山の美しい嬢季の自然を潜かし、美入林やバードピ

蓄って騨染みがなく、地域住鼠への理解がされないまま　ア須山を中心に魅力あるイベントを企麟し、広く構報を

終了してしまったような気がしました。特に住蔑との関　発信して多くのリピーター一を獲得する努力が今後の重要

わりのあった地域と、全く何も関係なかった地域との関　な課題だと思います。

心度の差は大きく、多くの枇判と反雀点が褐げられました。　　学術的な専門的なことだけにとらわれずに、多種多様

それらのことをふまえながら今園の第2園目の企爾検討　な企爾・イベントが必要かと患います。まだ夢のような

が進められてきた訳ですが、幾多の問題を抱えたままで

50段問がスター一トすることとなりました。

立場上企薗の段購から関わった煮として、いろいろ疑

問点はあるものの全体を通してみると、十Ei町・松代・

住厩の思いが

　　　アートを育む

松之醐野養福原豊

ことですが、8本で初めての試みとしてr全國ブナ林サ

ミット蓬　（仮称〉を醐催したらどうかと思っています。

侮もしないところに何も起こりません。何かを趨こそ

うではありませんか。

暖かく育んできてくれました。ぽつりぽつりの購もあり

ましたが、ずっとお客さんのとぎれることはありません

でした。これはまさに上湯集落の皆さんの、芸術や催人

に対する思いやり以外飽ならないことと思います。最初

はおそらくとまどいもあったかと懇、います。よくこれま

でがんばってくれたなあと感心しました。戸数23芦の集

3年前、十a町広域圏6市町村を舞台にスタートしたヂ大　落に連黛落人余りの人が建を運び、夢の家の周辺は単で

地の芸術祭・越後妻有アートトリエンナーレ」は今年2　一杯でした。

翻騒を迎え、9月7日に五十8間に渡る長期間のイベン　　今回は松之由ステー一ジの象徴的建物ヂ森の学校」キョ

トに幕を闘じました。　　　　　　　　　　　　　　　　ロロも造られ、こちらも連霞たくさんの入たちが来てく

今園特筆すべきは、23力園から参掬したユ57紐のアー　れているようです。最初に見たときは圧鯛される大きさ

ティストと、地元住民等が共岡製作した224点にも及ぶ現　と鉄錆魯の異様さに驚かされましたが、中に入ってみる

代アート作最の圧倒的な多さです、これには驚きの一露　といろいろな二£夫が施されていてホッとしました。中で

でした。然し、私達がもっと漉目しなければならないのは、　も圧巻は撤界巖大級というアクリル製の窓、外の景色が

住艮参撫の盛り上がりではないでしょうか。蔚回では住　一目瞭然です。夜、外をライトアップし、弦楽賜重奏の

鼠参撫はわずか2集落に邊ぎなかったそうですが、今回　演奏を聴けば最蕎でしょう∫

は50集落とか。松之山だけでも5集落が参撫したそうです。　　過辣現象が進んでいる松之出。アートが趨爆剤になって、

我が上湯集落もその…つですが、ここの皆さんは第一　交流人口がどんどん増えてくれるよう祈らずにはいられ

獄芸衛祭作紬f夢の家壽をこれまでずっと引き継いで、　ません。
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　9月応段敬老の覆現在、時内の米簿（88歳）以ま：の長簿者数は、

男3嘆名・女81名の謙η嘩名（不老閣入駈者25名を含む〉となって

います。ご当人からお歳を聞かない限り、とてもその隼齢には見

えない元気な方もたくさんいらっしゃいます。

　敬老の8にはちょっと早い9月槍鷺（水〉、そんな長簿の達人の

お宅を町長が表敬訪問をしました。記念品と保蕎駈園児からのか

わいいメッセージを町長から蕃渡され、少し照れながらも長寿の

秘訣などをにこやかにお話しくださいました。

村
山
貞
治
さ
ん

　
　
　
（
籐
内
名
日
東
屋
）

　町の男性長寿横綱。葺が遠くなって好きなテレビも最

近は余り見なくなりましたが、とにかく丈夫で、毎日少

しづつ嗜む晩酌は元餓の源。飼でもよく食べますが特に

ご飯が大好きで、家中で一番の米の滴費脅だとか。著い

畷三穣神祇の建立に奔逢した仲間の一入で、その著労が

思い趨こされてか、　ヂ寄り合いに行くぽと欝い出すこと

もあるそうです．
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　眸年めでたく満蟹歳の仲間入りをされました。建が不

自崩の飽は至ってご健康でお顔のつやも良く、とてもお

歳には見えないとはテフさんのための露葉のようでした。

　そういえば村山貞治さんのご脅宅もすぐそぱで、この

界隈には以繭から長寿の達人が多いとのことです。環境

力産いいんでしょうか。
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§

大関 佐藤五良治 97 天水越 五兵工 大関 瀧畢　テフ †㎜10王猪之名i親家

闘脇 樋ロ林八郎 95 湯山 不老閣 高橋　ミカ 981湯頭不老閣

小結 高澤　利正 94 大荒戸 小泉屋

義、老騰
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前頭1 樋ロ　義治 93↓一蝿 五院
｝
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前頭3 久保田友栄 93塵
つん 灘・　　1前頭3 石塚　クニ 96墜鉱縫

　　i黒倉i大和屋
前頭4 高橋長太郎 92 湯本

轄　川 陥前頭4

布施　タイ 96

前頭5 小野塚展太郎 92 東川 団木劇 前頭5 高橋　シン 95 湯山　不老閣

前頭6 佐藤重太郎 91 天水越 脇 前頭6 佐藤カヅ子
唖
9
5 　　き天水越1　林

　　誌

前頭6 佐藤多佐和 9三 天水越 松本

七
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噸
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【おことわ嚇

・この表は9月絶臼現在のものです。

・不老閣入所煮の内、驚外番は含まれていません。

・男牲は創歳が4名いらっしゃいますので、前頭6としました。
前頭6 佐藤　四平 91 天水越 山田屋

前頭6 大見　勝平 91 下鍛池 そうめ
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鐵高橋洋一議員

　　　　　　　　　　私は6月議会での購長の答

　　　　　　　　　i弁を筋提にして質問している。

　　　　　　　　　箭騒含餅の選択肢として、十
　　　　篇　　　　　　　　　日驚広域5市町村・自徳・津

　　　　　　　　　南衛生施設組合3町村の3つ

を挙げ、衛生施設組禽の枠総みでは、中竪対が無理

な場合は津南町との2町合併も選択肢に入ると萌露

した。また津南町との誌し合いも始めたい鴇の発雷

もあったが、その後進展の謡は聞かない。いっ行動

を趨こすつもりなのか。驚長は議会における自分の

答弁をどのように認識しているのか。また先程来、

現儀意協議会のデー一タを集めることが先決だと蓄うが、

あくまで3つの選択肢を蓮行して説明することが奉

来の姿ではないか。住践の中にはすでにあきらめ感

があることも事実だ。

　協議項目にしても‘‘5年後の見薩し”という項目

がたいへん多い。現荏の市町村の財政事惰等、実惰・

実態を真に絶握しての結果であるかはなはだ疑問で

ある。霞雛のシミュレーションにしても、津南町・

栄番サは遙か醐から始めている。人のデータを参考に

して樫るなどという方策は論外ではないか。　簸後

に確認するが、住跳投票を実施する考えはあるか。

⑳長答弁議会における答弁は婁く受け止めている。

津南町との誰を進めるに灘たっては、自分の考えが

驚蔑に理解されているかの審判である選挙後を考え

ていた。また、皐い時朗に住残アンケートを行うと

書っていた中璽村の方肉姓を見たいという気持ちも

あったが、今現荏まだ行われていない状溌だ。津南

町に購し入れを行ったことは先ほど申したが、この

ような理曲によ《）時期が少しずれたことを理解して

須きたい。

　虜分は今圃の合償によるバラ魯の将来などとは一

書も誉っていない。逆に合併は一つの行政改革だと

認識している。その方陶を決めるのは住跳であるこ

とは需うまでもないが、自分は住民投票は考えてい

ない。住民投票は○か×かの二毒択…の選択を迫る

ことになる。これに対して住疑アンケートは、より

住民の慧見が聞けるものと判懸しているし、有権者

は全員を対象とするので権威はあるものと考えている。

提案した議案が議会で沓決されるようなことのない

よう、謡を進めたいと考えている。

9　　※次ページヘ

灘糧撫邦一議藁

　町長は依然として3つの選

択肢を抱えたままである。住

筏の意購を尊重するという趣

濤は理解できるが、そうであ

るならば今までなぜ十懇町広

域圏だけの傭報しか流さないのか。3つの選択肢の

憐報を合わせて流すことで、往罠は比較しながら考

えることができるのではないか、

　6月の定例議会の答弁で明書した、津南町との協

議を闘始したいという話はどうなったのか。その後

の蒲報がなく、往観は全く解らない状態だ。判漸の

時期が迫ってきているが、3つの選択肢の傭報はい

つ往昆に承すのか。

　先般一住跳から町に対しての条例案が議員宛に出

された。このように住跳霞身が嶽治に目覚め、活動

することが真の自治組織ではないかと思うが、町長

の考えはいかがか。

㊥長答弁＋㈹広鞭臆協齢遡鰍進め
ていると書われるが、ここで協議される内容は勉の

選択肢の協議においても十分生かされる項目となる

ことを理解して摸きたい。その慧味からも任意協議

会の内容はよく見てもらいたい。また淺律の場合は、

津南町・栄粒の資料を参考に作成する。環状では串

璽村を念めた3町村の枠組みは難しい状溌から、こ

のたび津繭驚との事務レベル協議を町長に申し入れ、

愛理してもらったところである。

　驚づくりや地域づくりは行政に任せるのではなく、

住民から進んで行うものであることは基本である。

さらにはその住筏の代表である議翼も、議員として

条例を提出することも可能であることも再認識して

摸きたい。

鱗雛糖　　螺黙灘懸　　蝦

灘高橋英一議眞

　今の合鎌構報は、十段町広域圏5市町村任意協議会の

傭報しか流れていない。町長は今以て3つの合併選択肢

があると欝っているが、ならば他の2つの選択肢の内容

もわかりやすく簿らせるべきではないか。それぞれのメ

リット・デメリットを、特に生ゴ養に密藩した惰報を重点

に公表すべきである。

　交付税にしても、合併しない場合と比較して真にメリットがあるのか疑闘だ。

要は合併の特例である鐙年問だけの暫定措置ではないか。十欝町市の財政状溌

にも問題がある。現往継続中の大きな事業を、合併を機会に急激に推進するよう

な合併バブルを趨こし、将来新欝全体に大きな負債を抱え込んでしまう結果にな

るのではという懸念もある。

　任意協議会での除霧の住民負担の件でも、5葎後の見直し論を含んだ蓑現での

決藩となった。除霧は松之山のような豪霧徴問地では生活の大蔚提になっている

巖も重要な問題である。驚長はこの表現をどのように理解しているのか。また、

新欝の建設計爾の申に組み込まれる事業の候補リストが、すでに事務局に提出さ

れたと聞くが、それを公蓑すべきではないか。

嚇長答弁惰轍ついては臆協議会だよりや麟で、その鰍で灘旋
事項を流している。従ってあやふやの梼報は混乱を紹くこともあり流さない方針

でいる。津爾驚との合併に関する資料はまだ流していない。現筏の5市驚麺での

協議がもう少し進んだ段踏で資料を作り、住罠アンケートを行う蔚の地域懇談会

には資料を揃える。

　交付税綱度はなくなることはないと思うが、圏の財政などから、今と岡じ状溌

が将来に渡り継続するとは考えられない。今の麟策から晃るにいろいろな補助金

等を含めた総額は当然減額するものと考えている。また除雪の住蔑負担は、十鷺

町市での長い歴史の中で根付いてきた謝度であり、今回の調整では少し負撮率を

下げると霞うことで決藩した。5葎後の見直し論は、この十臼時市の負担金に対

するものと理解している。財政問題は現在進めている将来のシミュレーションが

餓ない内は何とも覇漸できない状況にある。

灘佐藤喜一議曇

　町長はかねてから串してい

る3つの選択肢について、傭

報提供した、ヒで住跳の本意を

問うとしているが、その一つ

であるギ自律」についてはす

でに含併は避けて通れないと賜書していることから、

実際は二者択～ということになるのではないか．いず

れを選択するにせよ、これから資料を揃えた上で住罠

との懇談会を行うというが、12月議会で現荏の任意

協議会から法定協議会へ移行するか否かの判断をしな

ければならないことを考えると、繍程的に間に含うの

か。また合併する場含には、松之山の文化・歴史、住

罠サービスの低下がないよう努力しなければならない。
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騨

この対策として地域懲治紐織が重要な役翻を持ってく

ると思うがいかがか。

鋤長答弁　地域懇談会は理荏の5宿町村での協議

が大筋でまとまった段曙で実施する。時期は今のとこ

ろユ0月下旬ころになる予定だ。その後に住民アンケ

ートを行い、12月の定例議会に提患することとなる。

　津南衛生施設組合3瞬村の枠組みは、現状では中璽

層の参舶は難しい状況であり、津南町との2町合併が

一つの選択肢となる。この場合もシミュレーシ譲ンを

公表した上での住浅アンケートとなる。また、舎併し

た場合の地域懲治組織には懲分も強い関心を持ってい

る。地方鰯度調蕊会の繭羅翻委員長も、この紐織に与

える権限を重視する鴇の発露を行っている。地域が廃

れることのない自治を目指すことは滋然である。
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でいる。津爾驚との合併に関する資料はまだ流していない。現筏の5市驚麺での

協議がもう少し進んだ段踏で資料を作り、住罠アンケートを行う蔚の地域懇談会

には資料を揃える。

　交付税綱度はなくなることはないと思うが、圏の財政などから、今と岡じ状溌

が将来に渡り継続するとは考えられない。今の麟策から晃るにいろいろな補助金

等を含めた総額は当然減額するものと考えている。また除雪の住蔑負担は、十鷺

町市での長い歴史の中で根付いてきた謝度であり、今回の調整では少し負撮率を

下げると霞うことで決藩した。5葎後の見直し論は、この十臼時市の負担金に対

するものと理解している。財政問題は現在進めている将来のシミュレーションが

餓ない内は何とも覇漸できない状況にある。

灘佐藤喜一議曇

　町長はかねてから串してい

る3つの選択肢について、傭

報提供した、ヒで住跳の本意を

問うとしているが、その一つ

であるギ自律」についてはす

でに含併は避けて通れないと賜書していることから、

実際は二者択～ということになるのではないか．いず

れを選択するにせよ、これから資料を揃えた上で住罠

との懇談会を行うというが、12月議会で現荏の任意

協議会から法定協議会へ移行するか否かの判断をしな

ければならないことを考えると、繍程的に間に含うの

か。また合併する場含には、松之山の文化・歴史、住

罠サービスの低下がないよう努力しなければならない。

一」．

9
月
定
例
議
会
が
24
田
・
25
5
の
爾
ヨ
開
催
さ
れ
、
2
5
日
に
は
4
議
畏
に
よ
る
｝
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
報
今
月
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
特
に
会
併
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
・
答
弁
の
概
賂
を
特
集
し
ま
し
た
。

騨

この対策として地域懲治紐織が重要な役翻を持ってく

ると思うがいかがか。

鋤長答弁　地域懇談会は理荏の5宿町村での協議

が大筋でまとまった段曙で実施する。時期は今のとこ

ろユ0月下旬ころになる予定だ。その後に住民アンケ

ートを行い、12月の定例議会に提患することとなる。

　津南衛生施設組合3瞬村の枠組みは、現状では中璽

層の参舶は難しい状況であり、津南町との2町合併が

一つの選択肢となる。この場合もシミュレーシ譲ンを

公表した上での住浅アンケートとなる。また、舎併し

た場合の地域懲治組織には懲分も強い関心を持ってい

る。地方鰯度調蕊会の繭羅翻委員長も、この紐織に与

える権限を重視する鴇の発露を行っている。地域が廃

れることのない自治を目指すことは滋然である。
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票
議
会
議
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村
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二
郎

住
民
の
慧
向
調
套
は
、
住
民
投
票
で
は
な
く
ア
ン
ケ

…
ト
に
よ
り
輿
施
す
る
。

鍵
扮
月
下
旬
頃
に
地
域
懇
談
会
を
闘
催
し
、
そ
の
後
住

　
罠
ア
ン
ケ
…
ト
を
行
う
。

購
津
南
衛
生
施
設
絡
合
3
跡
村
の
枠
総
み
は
、
中
里
粒

が
現
状
で
は
難
し
く
、
津
南
町
と
の
2
町
で
の
枠
絵

　
み
が
選
択
肢
の
醐
つ
と
な
る
。

津
南
町
に
は
事
務
レ
ベ
ル
協
議
を
申
し
入
れ
、
受
理

さ
れ
た
。

鱒
3
つ
の
選
択
肢
の
資
料
は
、
地
域
懇
談
会
ま
で
に
は

揃
え
る
。

鱗
合
併
の
方
向
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
の
は
稔
月
定
例

議
会
と
な
る
。

灘
十
9
町
広
域
5
市
町
村
の
協
議
内
容
は
、
飽
の
選
択

　
肢
の
璽
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
な
の
で
十
分
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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新
潟
県
は
全
鰯
的
に
見
て
、
平
成
合
併
に
俺
ら
か
の
形
で
参
茄
し
て
い
る
毒
町
村
数
が
大
変
多
い
県
で
あ
る
。
こ
れ
は

察
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
急
激
に
進
み
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
露
分
で
は
思
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
当
松
之
山
町
は
任
慧
合
傍
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
に
含
併
の
方
向
を
決
定
し
て
い
な

い
ま
れ
な
存
筏
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
迷
う
の
が
当
た
り
餉
な
の
で
、
ど
の
方
陶
が
良
い
の
か
確
実
な
こ
と
は
誰
に
も
解
ら

な
い
の
が
理
実
で
あ
る
、

　
こ
の
奮
併
は
ど
う
い
う
形
に
な
る
に
せ
よ
す
べ
て
が
良
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
く
、
将
来
必
ず
不
平
不
満
が

鐵
て
く
る
。
そ
の
購
た
と
え
不
満
が
出
て
き
た
と
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
琶
考
え
、
懲
分
の
考
え
で
判
噺
し
た

上
で
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
箭
殉
き
に
毒
え
る
余
裕
が
繊
て
く
る
も
の
と
思
う
。

　
國
は
、
合
併
は
強
翻
で
は
な
い
と
露
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
合
餅
市
驚
越
を
中
心
に
し
た
政
策
に
移
行
す
る
も
の
と

思
わ
れ
、
単
独
禽
治
体
へ
の
施
策
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
従
っ
て
、
ど
う
い
う
形
に
せ
よ
含
併
は

し
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

羅
■
鐵
縢
灘
饗
雛
鰻
叢
逡
鞍
幾
糠
灘
灘
鐵
灘

　
あ
る
報
省
に
よ
る
と
、
住
罠
洲
人
あ
た
り
の
経
費
が
最
も
少
な
く
、
職
員
数
も
少
な
く
済
む
の
は
η
万
人
競
模
の
都
帯

だ
と
い
う
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
立
地
粂
件
が
大
き
く
影
響
す
る
。
た
と
え
ば
合
併
後
の
上
越
市
で
は
人
欝
は
20
万
人
だ
が

面
積
は
ー
、
0
0
0
．
㎞
（
涯
〉
に
も
な
る
。
一
方
岡
じ
面
積
規
模
の
札
幌
毒
の
人
Q
は
ユ
8
0
万
人
で
あ
る
。
広
大
な
面
積

に
点
荘
す
る
住
跳
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
顔
の
見
え
な
い
行
政
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
醗
で
あ
る
。

　
含
併
に
は
新
潟
市
と
黒
埼
町
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
住
践
か
ら
の
不
満
の
な
い
例

も
あ
る
。
こ
れ
は
大
焼
模
都
畜
が
小
規
模
町
繕
の
す
べ
て
を
級
収
し
得
る
許
容
力

の
な
せ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
一
般
的
な
舎
併
は
、
2
～
5
葎
の
掘
え
鐙
き
期
問
を

経
て
大
き
な
帯
の
レ
ベ
ル
に
舎
わ
せ
る
場
禽
が
多
く
、
醸
市
驚
籾
が
独
自
に
行
っ

て
い
た
特
別
優
遇
事
業
は
行
え
な
く
な
る
溝
能
姓
は
あ
る
．

　
小
さ
な
合
併
が
良
い
の
か
、
大
き
な
合
併
が
良
い
の
か
。
そ
れ
は
松
之
出
ら
し

さ
を
合
傍
に
よ
つ
て
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
の
判
噺
に
よ
る
．
そ
れ
が
で
き
る
合

併
が
、
松
之
山
に
と
っ
て
の
簸
適
な
規
模
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
鑑
）
軒
欝
町
広
域
5
衡
町
糎
は
入
臼
約
β
ガ
β
千
人
、
衝
穣
5
9
2
、
演

　麟O村松二郎既●懸

　大島村長から漿譲会議賛
に当選、現登4期輿、

　議会運営婁鰻会委鰻畏を
努める．

　また総務文教襲費会、産業

活姓化覆絹薄策特舞楼轟会

に駈鷹し精力的に活動して
いる。

9月定例議会一般質問での

合併問題に関する町長答弁の

　一般質問が行われた25欝の牟麟には松之鋤中学絞3葎
生が傍聴に訪れ、合撹聡題など臼熱した講戦に葺を傾けて

いました熔来月1篠薄窪88には、生縫が議轟になり町叢をは
じめとする麟執行部に質問するr模擬畿会」が行なわれます。

こちらの論戦も糊待します．

もも　え

百恵ちゃん（2歳〉

志翼　誠・恵奨さんの次女

　　　　（松o・原ロ慶）

　　　　灘画

膳みんなキョOOに行ってみた？　購くてすっご～く

長い購段があるんだよね．ちょっと怖かったけど、上

に蕎いたらびっくり．だってだってず一っと下の乃に

ももえのお家が晃えるんだよ。ねえママったら、そっ

ちじゃないてば！鷺窮糞のゆ一ごはね、おばあちゃん

が樺ったの．ももえと周じくらいおっきくて璽たい．

やわらかくてト〔⊃りってするとこ大好き、おいしいよ

ね一．ロももえね、お曝さんはママなんだけど、お父

さんは“お父ちゃん”って呼ぶの．……ほんとはパパ

って呼んで欲しいのかな？

【お母さんから一書】

　鑛近おしゃべりがよ手になってきました，いろんな

誉藥を覚えてちょっと欝意げな百患です。みんなにか

わいがられる“ももちゃん”，いっぱい食べて大きく

なってね。

尊
　
野
　
命
螂
郵
　
喚
　
塗
篭
督
　
ゆ
◎
　
懲
　
蕊
喚
　
嬢
　
静
命
略
整
軸
　
㊥
爵
　
騨
　
ゆ
⑳
卵
　
魯
　
㊨
纏
　
曝
　
塗
⑳
磯
　
蔚
　
魯
　
儲
　
嶺
喚
　
瞼
略
◎
◎
慾
　
嘩
喚
癖
努
　
⑰
　
Φ
　
㊥
儲
癖
喚
轡

たいよう

大陽ちゃん（2歳）

高橋英樹・李英さんの長男

　　　　　（湯本㌧ヒ膣）

口たいちゃんのおうちよ湯なんだけどね、今毎の璽は

にぎやかだったよ一。大地の整衛祭ってのがあって、

お客さんがいっぱい乗ったおっきなバスがどんどん来

たんだ．おばあちゃんと一緒に近く濠で見に行くんだ

けど、外国の人から話しかけられたりしてびっくりし

ちゃった。犠ぼくさ、バスや蒙のおもちゃで遊ぶのも

すごく好きなんだけど、叢近カメラに凝っちゃって何

でも写したくなっちゃうの．パパやママはたいちゃん

のこと撮りたいみたいだけど、ねえ糞して！ぼくが撮

ってやるってば。繊この聞濫票プールに連れていって

もらったんだ．ぼくの体がね、プカーって浮いたよ。

不思議だったけどうれしかった。

【お父さんから一謝

　誰からも好かれ、人を愛する優しい子どもになって

欲しい．

マ

ム
叢

欄
ザ

霞

勢
ン
の
早
螺
羅
壼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…
ー
モ
し

口
乳
ガ
ン
は
自
分
で
晃
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
ガ
ン
の
㎜
つ
で
す
．
攣

　
く
見
つ
け
れ
ば
死
亡
率
は
低
く
、
お
乳
を
盆
都
鍛
ら
な
い
で
す
み
葎
す
．
20
歳

　
以
よ
の
女
の
人
は
、
縁
驚
蓬
璽
自
分
で
し
こ
り
を
晃
つ
け
る
自
a
診
懸
を
し
濠

　
し
ょ
う
。

繊
裳
理
後
の
爆
遷
賜
以
内
は
、
乳
腺
の
腫
れ
が
少
な
い
の
で
効
果
的
で
す
。
（
窒
理

　
の
終
わ
っ
た
人
は
、
密
分
の
誕
隻
臼
と
か
、
決
ま
つ
た
8
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

ロ
も
し
し
こ
り
が
覧
つ
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
奪
門
医
（
外
稿
が
撹
当
科
で
す
。
で

　
き
れ
ば
乳
朦
外
科
へ
）
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
乳
ガ
ン
の
蓼
門
は
産
婦
人
秘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

羅麟
乳がんの飢3検診の方法
蒙乳房を鏡で注意深く晃る

㎜
¢
も
も
魎
勉

　
　
れ

皮膚の

ひきつ

くぼみ

働轟
　爾手を上げたり、

腰に：手をあてたり

璽
11㌧．4

2ぜっ1プんを傭につけながら触る　　　　『

熱顧』篭
継騒唾3

3腿触袖繋欝
　　　　、、　　　　　1　　　　乳頭をつまんで　　こ為以外にも、人によつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　てさまざまな変化があ
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　りますo少しでもおかし
　　　　　　　　　　　　　　　　　いと感ごたら・一

　　　　囎騒座ぷとんを敷し、て

　　　　　　　　　　乳騰を平らに

”



I
o
り
O
O
F

町
づ
く
り
町
民
講
座
門
寮
町
材
倉
併
を
考
え
る
し

9
月
稔
霞
（
金
〉

休
養
紺
セ
ン
タ
…
に
て

繭
み
ん
菰
で
考
え
霞
分
で

　
　
　
　
　
濠
め
よ
ら
晦
の
将
采
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
票
議
会
議
員
村
松
二
郎

住
民
の
慧
向
調
套
は
、
住
民
投
票
で
は
な
く
ア
ン
ケ

…
ト
に
よ
り
輿
施
す
る
。

鍵
扮
月
下
旬
頃
に
地
域
懇
談
会
を
闘
催
し
、
そ
の
後
住

　
罠
ア
ン
ケ
…
ト
を
行
う
。

購
津
南
衛
生
施
設
絡
合
3
跡
村
の
枠
総
み
は
、
中
里
粒

が
現
状
で
は
難
し
く
、
津
南
町
と
の
2
町
で
の
枠
絵

　
み
が
選
択
肢
の
醐
つ
と
な
る
。

津
南
町
に
は
事
務
レ
ベ
ル
協
議
を
申
し
入
れ
、
受
理

さ
れ
た
。

鱒
3
つ
の
選
択
肢
の
資
料
は
、
地
域
懇
談
会
ま
で
に
は

揃
え
る
。

鱗
合
併
の
方
向
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
の
は
稔
月
定
例

議
会
と
な
る
。

灘
十
9
町
広
域
5
市
町
村
の
協
議
内
容
は
、
飽
の
選
択

　
肢
の
璽
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
な
の
で
十
分
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

10

伊

毒照舞灘繋灘灘灘難灘黙灘麟繋嚢灘難灘灘欝鱗灘難難i懸灘灘i雛購灘1

羅
饗
難
覆
灘
緩
鱗
灘
難
灘
蒙
灘
鍵
懸
繕
灘
識
難
懸
難
灘
繕
鞍
麟
灘
撚
叢
懸

　
新
潟
県
は
全
鰯
的
に
見
て
、
平
成
合
併
に
俺
ら
か
の
形
で
参
茄
し
て
い
る
毒
町
村
数
が
大
変
多
い
県
で
あ
る
。
こ
れ
は

察
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
急
激
に
進
み
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
露
分
で
は
思
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
当
松
之
山
町
は
任
慧
合
傍
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
に
含
併
の
方
向
を
決
定
し
て
い
な

い
ま
れ
な
存
筏
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
迷
う
の
が
当
た
り
餉
な
の
で
、
ど
の
方
陶
が
良
い
の
か
確
実
な
こ
と
は
誰
に
も
解
ら

な
い
の
が
理
実
で
あ
る
、

　
こ
の
奮
併
は
ど
う
い
う
形
に
な
る
に
せ
よ
す
べ
て
が
良
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
く
、
将
来
必
ず
不
平
不
満
が

鐵
て
く
る
。
そ
の
購
た
と
え
不
満
が
出
て
き
た
と
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
琶
考
え
、
懲
分
の
考
え
で
判
噺
し
た

上
で
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
箭
殉
き
に
毒
え
る
余
裕
が
繊
て
く
る
も
の
と
思
う
。

　
國
は
、
合
併
は
強
翻
で
は
な
い
と
露
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
合
餅
市
驚
越
を
中
心
に
し
た
政
策
に
移
行
す
る
も
の
と

思
わ
れ
、
単
独
禽
治
体
へ
の
施
策
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
従
っ
て
、
ど
う
い
う
形
に
せ
よ
含
併
は

し
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

羅
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あ
る
報
省
に
よ
る
と
、
住
罠
洲
人
あ
た
り
の
経
費
が
最
も
少
な
く
、
職
員
数
も
少
な
く
済
む
の
は
η
万
人
競
模
の
都
帯

だ
と
い
う
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
立
地
粂
件
が
大
き
く
影
響
す
る
。
た
と
え
ば
合
併
後
の
上
越
市
で
は
人
欝
は
20
万
人
だ
が

面
積
は
ー
、
0
0
0
．
㎞
（
涯
〉
に
も
な
る
。
一
方
岡
じ
面
積
規
模
の
札
幌
毒
の
人
Q
は
ユ
8
0
万
人
で
あ
る
。
広
大
な
面
積

に
点
荘
す
る
住
跳
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
顔
の
見
え
な
い
行
政
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
醗
で
あ
る
。

　
含
併
に
は
新
潟
市
と
黒
埼
町
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
住
践
か
ら
の
不
満
の
な
い
例

も
あ
る
。
こ
れ
は
大
焼
模
都
畜
が
小
規
模
町
繕
の
す
べ
て
を
級
収
し
得
る
許
容
力

の
な
せ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
一
般
的
な
舎
併
は
、
2
～
5
葎
の
掘
え
鐙
き
期
問
を

経
て
大
き
な
帯
の
レ
ベ
ル
に
舎
わ
せ
る
場
禽
が
多
く
、
醸
市
驚
籾
が
独
自
に
行
っ

て
い
た
特
別
優
遇
事
業
は
行
え
な
く
な
る
溝
能
姓
は
あ
る
．

　
小
さ
な
合
併
が
良
い
の
か
、
大
き
な
合
併
が
良
い
の
か
。
そ
れ
は
松
之
出
ら
し

さ
を
合
傍
に
よ
つ
て
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
の
判
噺
に
よ
る
．
そ
れ
が
で
き
る
合

併
が
、
松
之
山
に
と
っ
て
の
簸
適
な
規
模
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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　麟O村松二郎既●懸

　大島村長から漿譲会議賛
に当選、現登4期輿、

　議会運営婁鰻会委鰻畏を
努める．

　また総務文教襲費会、産業

活姓化覆絹薄策特舞楼轟会

に駈鷹し精力的に活動して
いる。

9月定例議会一般質問での

合併問題に関する町長答弁の

　一般質問が行われた25欝の牟麟には松之鋤中学絞3葎
生が傍聴に訪れ、合撹聡題など臼熱した講戦に葺を傾けて

いました熔来月1篠薄窪88には、生縫が議轟になり町叢をは
じめとする麟執行部に質問するr模擬畿会」が行なわれます。

こちらの論戦も糊待します．

もも　え

百恵ちゃん（2歳〉

志翼　誠・恵奨さんの次女

　　　　（松o・原ロ慶）

　　　　灘画

膳みんなキョOOに行ってみた？　購くてすっご～く

長い購段があるんだよね．ちょっと怖かったけど、上

に蕎いたらびっくり．だってだってず一っと下の乃に

ももえのお家が晃えるんだよ。ねえママったら、そっ

ちじゃないてば！鷺窮糞のゆ一ごはね、おばあちゃん

が樺ったの．ももえと周じくらいおっきくて璽たい．

やわらかくてト〔⊃りってするとこ大好き、おいしいよ

ね一．ロももえね、お曝さんはママなんだけど、お父

さんは“お父ちゃん”って呼ぶの．……ほんとはパパ

って呼んで欲しいのかな？

【お母さんから一書】

　鑛近おしゃべりがよ手になってきました，いろんな

誉藥を覚えてちょっと欝意げな百患です。みんなにか

わいがられる“ももちゃん”，いっぱい食べて大きく

なってね。
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たいよう

大陽ちゃん（2歳）

高橋英樹・李英さんの長男

　　　　　（湯本㌧ヒ膣）

口たいちゃんのおうちよ湯なんだけどね、今毎の璽は

にぎやかだったよ一。大地の整衛祭ってのがあって、

お客さんがいっぱい乗ったおっきなバスがどんどん来

たんだ．おばあちゃんと一緒に近く濠で見に行くんだ

けど、外国の人から話しかけられたりしてびっくりし

ちゃった。犠ぼくさ、バスや蒙のおもちゃで遊ぶのも

すごく好きなんだけど、叢近カメラに凝っちゃって何

でも写したくなっちゃうの．パパやママはたいちゃん

のこと撮りたいみたいだけど、ねえ糞して！ぼくが撮

ってやるってば。繊この聞濫票プールに連れていって

もらったんだ．ぼくの体がね、プカーって浮いたよ。

不思議だったけどうれしかった。

【お父さんから一謝

　誰からも好かれ、人を愛する優しい子どもになって

欲しい．
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モ
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口
乳
ガ
ン
は
自
分
で
晃
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
ガ
ン
の
㎜
つ
で
す
．
攣

　
く
見
つ
け
れ
ば
死
亡
率
は
低
く
、
お
乳
を
盆
都
鍛
ら
な
い
で
す
み
葎
す
．
20
歳

　
以
よ
の
女
の
人
は
、
縁
驚
蓬
璽
自
分
で
し
こ
り
を
晃
つ
け
る
自
a
診
懸
を
し
濠

　
し
ょ
う
。

繊
裳
理
後
の
爆
遷
賜
以
内
は
、
乳
腺
の
腫
れ
が
少
な
い
の
で
効
果
的
で
す
。
（
窒
理

　
の
終
わ
っ
た
人
は
、
密
分
の
誕
隻
臼
と
か
、
決
ま
つ
た
8
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

ロ
も
し
し
こ
り
が
覧
つ
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
奪
門
医
（
外
稿
が
撹
当
科
で
す
。
で

　
き
れ
ば
乳
朦
外
科
へ
）
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
乳
ガ
ン
の
蓼
門
は
産
婦
人
秘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〉
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乳がんの飢3検診の方法
蒙乳房を鏡で注意深く晃る

㎜
¢
も
も
魎
勉

　
　
れ

皮膚の

ひきつ

くぼみ

働轟
　爾手を上げたり、

腰に：手をあてたり

璽
11㌧．4

2ぜっ1プんを傭につけながら触る　　　　『

熱顧』篭
継騒唾3

3腿触袖繋欝
　　　　、、　　　　　1　　　　乳頭をつまんで　　こ為以外にも、人によつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　てさまざまな変化があ
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　りますo少しでもおかし
　　　　　　　　　　　　　　　　　いと感ごたら・一

　　　　囎騒座ぷとんを敷し、て

　　　　　　　　　　乳騰を平らに
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1
寸
の
O
F

消
防
繊
の
衷
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　
長
年
町
の
消
防
鐡
に
鋤
続
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
衷
彰
す

る
伝
達
式
が
9
月
2
6
腿
（
金
）
に
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
．

　
簸
長
3
0
年
か
ら
鐙
年
勤
続
の
穣
黄

ま
で
、
延
べ
器
名
に
各
種
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
．
最
後
に
M
葎
度

末
で
退
職
さ
れ
た
懸
轟
を
代
表
し
て
、

東
郷
集
落
の
小
野
嫁
疋
駕
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
．

　
　
　
ぎ騰影㎜

羅鰭矯
総
．
．

第蓋分団松之山班に
ヂ消防ポンプ積載牽」が装備

　ま0月4霞に引き渡された漸しい昏肖防ポンプ積

載劇は、B－3級の可搬ポンプとホースなど一式

が積載された軽闘輪車です魯広域溝防が充実して

きたことや、より小回りのきく漉防活動を麟指して、

従来の演防翻動牽に変わって襲備されたものです。

　これにより町溝防購の漉防自動車は、本部分甥

と第2分繊（湯庫斑）の2台となり、穫載車は松

之慮班・東川班・浦霞班の3台となります。

「
お
の
お
の
方
、

交
通
安
全
で
ご
ざ
る
』

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

9
月
24
β
、
東
頻
城
郡
論
父
通
安
全
濾
㎜
会

窯
催
の
「
松
代
幕
晦
秋
の
陣
・
交
通
関

藪
属
が
、
松
代
駅
鹸
の
圏
道
2
戸
b
3
沿

い
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
6
町
轡
の
安
全

協
会
支
部
長
等
が
勇
ま
し
い
鎧
戯
音
姿

で
登
場
し
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

松之山小学校に介護予防教室が完成

　構造，上空きスペースとなっていた一踏理科室の両い部分に、

純秘風33畳敷きの介護予跡教霊が完成しました。この施設は

一一昨葎できた屡内ゲートボール場と岡じ、麟の介護予防拠薫整

備纂薬により整備されたもので、お年笥りの健康憎進が甕§的

の施設です。いつでも餓軽に立ち寄り、子供とのふれあいの場

として大いに活期していただきたいものです。

懸撫　糀＼一7
9月29籏（懲）は、第考6翻藷となる「お葬寄》参観iヨ」でした。約

5G名のおじいちゃん・おばあちゃん等晃童の家嫉が集まって．結
血細工や絵手紙などを子供達と一緒になって轄しナ楽しみました。
その後、完戒したぱかりの介護予防教蜜でギ松之轟』ふるさとカルタ」

でカルタ簸りを行いました．畳の、しでみんなが輪になったはし

ゃぐ蔀に、一番露んだのはカルタだったのでは・…㌦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ2

お
年
度
灘
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
藩
助
成
事
薬
で

音
響
設
備
等
を
一
新
ー

藤
禽
集
落
の
秋
祭
、
舞
台
も
揃
い
新
た
な
一
歩

　
伝
統
叢
能
凹
露
払
い
貼
を
守
り
、
秋
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
集
落
活
嫉
化
の
申

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
藤
倉
集
落
「
藤
縫
会
」
に
、
播
年
痩
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
助
成
箏
業
に
よ
る
舞
台
用
の
膏
響
・
照
明
設
備
．
式
が
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
蛾
や
集
落
の
健
金
な
発
展
の
た
め
精
力
的
に
活
動
す
る
腿
体

に
対
し
て
、
黛
く
じ
の
収
益
金
か
ら
助
成
す
る
も
の
で
、
昨
館
は
上
湯
集
落
が

該
当
に
な
り
ま
し
た
。

　
折
し
も
今
奪
は
水
梨
集
落
か
ら
譲
り
受
け
た

舞
禽
を
親
み
立
て
て
の
初
舞
禽
と
霧
な
り
、

た
く
さ
ん
の
出
し
物
が
演
じ
ら
れ
、
会
場

一
杯
の
観
客
の
欝
援
を
受
け
な
が
ら
夜
遅

く
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

・
覇難

纏

晴れて良かった1

「松之山祭り」にぎやかに開催

　今奪は本当に天気に泣かされました。どこの地域も、

わずかな購れ問を縫ってのお祭りとなったようです。

　「松之山祭り」もパレードカ暫テ浄）れた臼中はちょっと

不安な曇り塞。それでも今奪の天候からすれば、まあ

まあの祭り臼秘と書えましょうか。L一戯

噸
飛
メ
ー
，
－
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純秘風33畳敷きの介護予跡教霊が完成しました。この施設は

一一昨葎できた屡内ゲートボール場と岡じ、麟の介護予防拠薫整

備纂薬により整備されたもので、お年笥りの健康憎進が甕§的

の施設です。いつでも餓軽に立ち寄り、子供とのふれあいの場

として大いに活期していただきたいものです。

懸撫　糀＼一7
9月29籏（懲）は、第考6翻藷となる「お葬寄》参観iヨ」でした。約

5G名のおじいちゃん・おばあちゃん等晃童の家嫉が集まって．結
血細工や絵手紙などを子供達と一緒になって轄しナ楽しみました。
その後、完戒したぱかりの介護予防教蜜でギ松之轟』ふるさとカルタ」

でカルタ簸りを行いました．畳の、しでみんなが輪になったはし

ゃぐ蔀に、一番露んだのはカルタだったのでは・…㌦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ2

お
年
度
灘
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
藩
助
成
事
薬
で

音
響
設
備
等
を
一
新
ー

藤
禽
集
落
の
秋
祭
、
舞
台
も
揃
い
新
た
な
一
歩

　
伝
統
叢
能
凹
露
払
い
貼
を
守
り
、
秋
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
集
落
活
嫉
化
の
申

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
藤
倉
集
落
「
藤
縫
会
」
に
、
播
年
痩
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
助
成
箏
業
に
よ
る
舞
台
用
の
膏
響
・
照
明
設
備
．
式
が
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
蛾
や
集
落
の
健
金
な
発
展
の
た
め
精
力
的
に
活
動
す
る
腿
体

に
対
し
て
、
黛
く
じ
の
収
益
金
か
ら
助
成
す
る
も
の
で
、
昨
館
は
上
湯
集
落
が

該
当
に
な
り
ま
し
た
。

　
折
し
も
今
奪
は
水
梨
集
落
か
ら
譲
り
受
け
た

舞
禽
を
親
み
立
て
て
の
初
舞
禽
と
霧
な
り
、

た
く
さ
ん
の
出
し
物
が
演
じ
ら
れ
、
会
場

一
杯
の
観
客
の
欝
援
を
受
け
な
が
ら
夜
遅

く
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

・
覇難

纏

晴れて良かった1

「松之山祭り」にぎやかに開催

　今奪は本当に天気に泣かされました。どこの地域も、

わずかな購れ問を縫ってのお祭りとなったようです。

　「松之山祭り」もパレードカ暫テ浄）れた臼中はちょっと

不安な曇り塞。それでも今奪の天候からすれば、まあ

まあの祭り臼秘と書えましょうか。L一戯

噸
飛
メ
ー
，
－

　
　
　
、
’
贈

　
　
　
　
欝

！
魏
、

’
覇
嚢

篠　鐙
穫／

ぎ3
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問
　　65歳以上の人（第4暑被保険者）の
　　保険料はどうやって納めるのですか？

扮答鍵繕響雛誌砺契2甥鳶嘉露灘雀譲灘
温．蓄嚇饗めるの一　った　歳の　　　

董　　老齢（退職〉年金が．無額等8万以上の人

　　（月額璽万5千円以上の人〉

　　特劉徴収で収めます．

　　年金の定期払い（年6園〉の際に、あらかじ
　　め介護保険料が差し引かれます。

　　※老齢橿雛年金・遺族年金・障審奪金・恩総

　　については差し引き鮒象とはなりません、

臓4・6・8月分は、暫定的1こ2鴛分と二岡じ保険料額を

納めます、（仮徴収といいます）

劇0弓2・2月分は、前鐸度の醗得などを基に1馨出さ

れた保険料から、仮徴収分を除いた額を振り分けて

納め葎す。（本徴収といいます）

※平成窪5葎4月から瓢しい蒙業計爾が実施され、保
険料も晃塵しが行われました．

（広報濠つのやま2月暑に渇載）

　　老齢（退職〉奪金が、無額18万未満の人

　　（月額肇万5千円以下の人〉

　　　　　　　　　　　　　　ヂ》　肉　　普通徴収で収めます．　　　　　　（　（
　　　　　　　　　　　　　　　、F噸
　　送付される納付書に基づいて、　　）
　　保険料を納めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　～

納慰霧に記載してある納期にしたがって納め蓉す．

各納期ごとに嘆接硯叢で納めることもできますが、
指建した貯金O座から臼動的に納められるヂ〔⊃座振馨3

が痩利で確輿でず、

※O座振蕎をご希望の方は傑健センターまでご連絡
　下さい．

握当：保健センター内倉護保験係…本出まで　電話6－3705

憶綴駆一渉一の謙鯛禽畿簾㊨圃塁幽常禽⑳お麹ら蟻

　　　　　　　繍撚難麟嚢纏総鋸鑛簸鐡灘襯饗撒

　ギ森の学校」キョロロには、もう来られましたか？キ濁ロ！コに入ってすぐのところにある8奮のコンピュー

ターには、松之撫の暇季折々の自然と文化の憐報が映燥と地理傭報とともに収められており、来館渚はそれを

自滋に検索することができます。しかし、この松之魚惰報コーナー

は完成しているわけではなく、これから町の皆様と一緒になって、

どんどん新鮮な“松之山傭報”を集め、いずれはその情報を基に松

之由全誌を作っていきたいと願っています。
そこで、キョロ臓の松之山構報コーナー一を町の皆様にもっと簿っ

ていただくための説明会を下記の藍ヨ程で麗催します。また、当13は

デジタルカメラの縫い方の講響会も兼ねたいと考えています。

ぜひともご参撫をお願いいたします、

　　　繊期　　鑓／三〇月25鷺（土〉

　　　顕蒔　間／午後6聴～6縛45分
　　　雛会　場／ザ森の学校」キョロロ

75

○いずれも無斜です。ふるってご参麓下さい。

　　　40月208（月）から268（8）1ま行政相談週間でず。
　これに合わせ、行政についての姻りごと、家庭内のもめごとやいじめ問

題の相談など、様々な蕃惰や疑問の解消にお撃伝いをいたします。秘密は

麟く守られます。お気軽にご相談ください、

◆田　時　三〇月28β（火〉　午鋳鎗縛から午後3時

◆会　場　自然体養センター

◆櫓談量　法務局職員・入権擁護委員・行政期談員

労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
難

　
　
鐙
趨
は
「
労
働
保
険
適
絹
捉
進
弩
懸
偏
で
す
。

　
労
働
書
を
～
人
で
も
雇
馬
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
験
（
労
災
保

険
・
雇
罵
保
険
）
に
撫
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
来
舶
入
の
事
業
主
の
方
は
、
お
早
め
に
管
轄
の
労
働
基
準
鑑
督
署
又

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
藩
）
で
簾
入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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防衛庁では、次のとおり欝衛隊生徒を募集しまず。

自衛隊生徒とは、専門技鰯嵩としての陸・海・窒曹を養成するために、

著い中学校卒業見込み春から鴛歳来満の男子を無象とした鰯度です。

◇応募資格　鷺本蟹籍を有し、平成三6年4月工驚現荘で！5歳以．ヒ

　　　　17歳未満の男子
◇受付期間　単成蔦年H月4揖（火）～単成16俸1月6沼（火〉まで

◇試験…ヨ　王次平成16年三月紛鐵（土〉

◇試験会場　陸．と虜衛隊商闘駐磁地（予定〉

◇待　　遇　4鶴間の生徒諜程期問のうち、生徒教脊3年修了時に

　　　　は蕎等学校卒業資格を取得できます．
　　　　身分は特劉職購家公務鰻で、俸給　　　．1

　　　　（月額擁53，沁0円が支給されます。

◇問い合わせは
　臼衛隊新潟地方連絡部　蕎欝募集事務所まで　　鱗・

TEL。25、523、551g　　　　　l
E－m＆il：tpめ＠i捻f。一糞i聯ta．。r釦　　　ひ

閣黎麟剛』

2
0
0
翻
・
4
0
0
醸
の
一
般

献
磁
で
す
。

ロ
a
蒔
　
！
0
月
雛
猿
（
金
）

　
　
　
　
午
簡
9
時
～
午
後
4
時

ロ
会
場
　
松
之
由
町
役
場

懸
暴
樹

　
ご
利
絹
の
際
は
、
電
謡
で
ご
確

認
の
上
お
患
か
け
く
だ
さ
い
．

雄
月
給
臼
（
月
）
「
体
奮
の
臼
」

県
立
松
代
病
院
豊
7
－
2
i
O
O

η
月
2
β
（
β
）

松
之
山
診
療
所
　
盈
6
－
2
2
4
0

移ん糠の漸晃がある方に発生した蹄ガンの労災補僕について

　じん騨の所見のある方くじん髄管理区分が、管理2・管理3・管運4と決定された

方）に発盗した源発盤腕ガンについては、これまでゴ管理3・管理4達の方が補僕対

象となっていましたが、平成懲年n月工細以降は、窪管理2壽の方も鮒象になりま

したのでお知らせします。なお、このことに関する労災補僕潮度や手続きについての

詳綱は、次にお問い奮わせください。

鶏十臼町労働基準監督署・労災係　費0257－52－2079

暉
難
鮨

　
巖
近
は
が
き
に
よ
る
「
利
罵
料

金
脇
な
ど
と
称
し
た
講
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ま
が
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的
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て
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例
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て
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す
。
請
求
毒

の
住
所
・
氏
葱
の
記
入
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な
く
詐

欺
行
為
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
よ
う
な
は
が
き
が
届
い
て
も

絶
対
に
自
分
か
ら
電
謡
連
絡
な

ど
し
な
い
で
く
だ
さ
い
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…
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　　65歳以上の人（第4暑被保険者）の
　　保険料はどうやって納めるのですか？

扮答鍵繕響雛誌砺契2甥鳶嘉露灘雀譲灘
温．蓄嚇饗めるの一　った　歳の　　　

董　　老齢（退職〉年金が．無額等8万以上の人

　　（月額璽万5千円以上の人〉

　　特劉徴収で収めます．

　　年金の定期払い（年6園〉の際に、あらかじ
　　め介護保険料が差し引かれます。

　　※老齢橿雛年金・遺族年金・障審奪金・恩総

　　については差し引き鮒象とはなりません、

臓4・6・8月分は、暫定的1こ2鴛分と二岡じ保険料額を

納めます、（仮徴収といいます）

劇0弓2・2月分は、前鐸度の醗得などを基に1馨出さ

れた保険料から、仮徴収分を除いた額を振り分けて

納め葎す。（本徴収といいます）

※平成窪5葎4月から瓢しい蒙業計爾が実施され、保
険料も晃塵しが行われました．

（広報濠つのやま2月暑に渇載）

　　老齢（退職〉奪金が、無額18万未満の人

　　（月額肇万5千円以下の人〉

　　　　　　　　　　　　　　ヂ》　肉　　普通徴収で収めます．　　　　　　（　（
　　　　　　　　　　　　　　　、F噸
　　送付される納付書に基づいて、　　）
　　保険料を納めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　～

納慰霧に記載してある納期にしたがって納め蓉す．

各納期ごとに嘆接硯叢で納めることもできますが、
指建した貯金O座から臼動的に納められるヂ〔⊃座振馨3

が痩利で確輿でず、

※O座振蕎をご希望の方は傑健センターまでご連絡
　下さい．

握当：保健センター内倉護保験係…本出まで　電話6－3705

憶綴駆一渉一の謙鯛禽畿簾㊨圃塁幽常禽⑳お麹ら蟻

　　　　　　　繍撚難麟嚢纏総鋸鑛簸鐡灘襯饗撒

　ギ森の学校」キョロロには、もう来られましたか？キ濁ロ！コに入ってすぐのところにある8奮のコンピュー

ターには、松之撫の暇季折々の自然と文化の憐報が映燥と地理傭報とともに収められており、来館渚はそれを

自滋に検索することができます。しかし、この松之魚惰報コーナー

は完成しているわけではなく、これから町の皆様と一緒になって、

どんどん新鮮な“松之山傭報”を集め、いずれはその情報を基に松

之由全誌を作っていきたいと願っています。
そこで、キョロ臓の松之山構報コーナー一を町の皆様にもっと簿っ

ていただくための説明会を下記の藍ヨ程で麗催します。また、当13は

デジタルカメラの縫い方の講響会も兼ねたいと考えています。

ぜひともご参撫をお願いいたします、

　　　繊期　　鑓／三〇月25鷺（土〉

　　　顕蒔　間／午後6聴～6縛45分
　　　雛会　場／ザ森の学校」キョロロ

75

○いずれも無斜です。ふるってご参麓下さい。

　　　40月208（月）から268（8）1ま行政相談週間でず。
　これに合わせ、行政についての姻りごと、家庭内のもめごとやいじめ問

題の相談など、様々な蕃惰や疑問の解消にお撃伝いをいたします。秘密は

麟く守られます。お気軽にご相談ください、

◆田　時　三〇月28β（火〉　午鋳鎗縛から午後3時

◆会　場　自然体養センター

◆櫓談量　法務局職員・入権擁護委員・行政期談員
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防衛庁では、次のとおり欝衛隊生徒を募集しまず。

自衛隊生徒とは、専門技鰯嵩としての陸・海・窒曹を養成するために、

著い中学校卒業見込み春から鴛歳来満の男子を無象とした鰯度です。

◇応募資格　鷺本蟹籍を有し、平成三6年4月工驚現荘で！5歳以．ヒ

　　　　17歳未満の男子
◇受付期間　単成蔦年H月4揖（火）～単成16俸1月6沼（火〉まで

◇試験…ヨ　王次平成16年三月紛鐵（土〉

◇試験会場　陸．と虜衛隊商闘駐磁地（予定〉

◇待　　遇　4鶴間の生徒諜程期問のうち、生徒教脊3年修了時に

　　　　は蕎等学校卒業資格を取得できます．
　　　　身分は特劉職購家公務鰻で、俸給　　　．1

　　　　（月額擁53，沁0円が支給されます。

◇問い合わせは
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移ん糠の漸晃がある方に発生した蹄ガンの労災補僕について

　じん騨の所見のある方くじん髄管理区分が、管理2・管理3・管運4と決定された

方）に発盗した源発盤腕ガンについては、これまでゴ管理3・管理4達の方が補僕対

象となっていましたが、平成懲年n月工細以降は、窪管理2壽の方も鮒象になりま

したのでお知らせします。なお、このことに関する労災補僕潮度や手続きについての

詳綱は、次にお問い奮わせください。

鶏十臼町労働基準監督署・労災係　費0257－52－2079
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でず。歩いた後はみんなでキノつ汁を盤べましょう．

　働期　8／蓬O月48∈籔土）午葡9聴
　　　　松之ω濫泉スキー協の駐顛協纂合
　働協　所／留窃ダム～スキー揚

　轡講　節／自然友の盆
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玉㊤月ぽ添愚議懸鍔総。馨識疑講諜欝鑑嶽く憲寒繍葱感濫癒懸憩澱の後の月謙η寒く懸糖“移が懸徹澄お

露診薫も、鍛籾の三、2遇購建は撫の毯辮菱蒸の象叢。豹蒙珍懸途講靖懸一ケ鷺総ウ変濾漢。

護ん慧澱礁謹嚢漆職ぽ輪繍が逡悪っ蒸碗る撮闘嬉i歴隻滋縫獄毯i萄隷解決秀法懇発の纏難。ま演1、多分・

蕊逡薫懸まO澱絃農業磁熊甥懸懸開濾。鍵罪縢の淫蓬饗獣饗磁豊が雄懸の癒穂蛎巻癖緯逡取るのが鎗潟の

一番爽窮嶽総叢凌慧思渉。秘譲顛寒お灘を取蕎雛鐙姿が漢く発鑑る漢灘蓬懸っ懸ね・努鍵甥露醗の鐡蓬

癒る灘蕊海隷野菜が取愚灘る漢う羅癒る。
鞭懸、灘盤獄穣雛蓬磯認遜謬誘もの悪獄懸鵬。鶴嘉饗ぽ皆溝織毬豫駄楽移麹欝楼の滋護る饗姦麟の

慧徴溝発鞍轍騒纏る讃総愈鐵塞懸ぽ難）鶏縫懸る老ス鍛疑一ツが盤i瀞礁癒るの獄、撲溝闘違類竃購るが懸強

載懸碗麟濯、楽疹む羅菊懸磯響懸く、蕪癒灘め影懸顔鞭懸癒縢が老患診羅撫翫
翼講》熟蒸ぽ籔の纏無鶏慈遊磯灘懸め縫、熟獄婁建一灘毒鱒灘麟霊饗礁る癒峯9繁一瀞あ蕎。懸齢易茄

纂翻霞幽盤懇礁るわ瞭溝懸鱒溺、講供が毯ん懸i鷺ぽ鞠漁灘繋勇の穣蘇i懇藩酵懇，遊源鍛だ騰麺）幽盤巻

恐が戦、灘難騰懸めの醗っ懸）．驚薮惣繕憂麟麹灘鎌縛爺糠べ麹蝿講麟
滋む聰鍵募一濾。濠麹論、訪の縢灘ス誘鎌一ム巻繊嚢懸番ヤンヨ惣饗努鷺パー激驚繊獄紳懇追鵜搭る叢・

薮移懸溺麹寒く癒勢懸撫聰、
簸後建、ド嵐繋の働壱識灘麟藁の潔．霞黍の驚昆磯欝誘聡が、おる美糞舞溝購翻羅驚鋸漆るめが、

桜が散拳謹溢ろ癒舞るのが、護っ謬輝鐵番輪輪驚思鱒蛍霧瀞鞠畿闘淋載驚時・　蓑お酒巻飲み癒が疹発

る鋤轍翻醗瀧．惹の魂燃繊の漏鰺融隙韓難灘織麟¢漉翻灘纈蹴擬騨
鰍翻癒鵬、難麟ノ懸灘鰍磁灘灘瀬纈1畿熱灘覇猷i熱簾の一灘澱の融蕪撫
緒磁懸一撫癒飲麹1隊鶴～癒ぽ、鶴統醐癒欝難覆の機媛驚、儀統蔚癒験逢数鱒癒が勇馨一撫選騨騨鷺琳

ε2の塞渉慈i懸繁舞の紙統臨懸i嚢騒謹嚢べる．赤碕頻鞭ぽ寒霞ぽ憾i獲肇灘懸》箋灘癒。

繍ま、ま㈱騰纈灘懸轍騰の燃、麗羅鯵髄覇藩謙騰灘灘魯騰灘離灘簿
癒ね。簸後縫、寒懸隆蟻撚9嫉驚ね。　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹綴勲鱒瀦製樽獄》欝

77

獅獺懸羅撚礫霧藝欝灘
繋甕欝　　 騰　　　灘　 鷺

　　　　聡　　　　　　　 燃　　　　脳職

　嶽之薮醗｛澱LE踊R

1㈹臨
16（旧） 落ち葉で遊ぼう・・一キョロq

2（段〉 休段診療当番（松之山診療所〉

きのこ博士ときのこ探検……キョロ印 17㈱
3傷） ドングリ遊び一・キョロ瓜

　　、、 18㈹ 松之毒中学校生徒模擬議会

4㈹ 19㈱1鳩

5（脚 20㈱ ほのぼの教室

6（お ほのぼの教塗 21（劒

7〈斜雛鑓 22㈹
8ω 23（冒〉 休嬉診療当番（漿立松代病院）

きのこ博士ときのこ探倹一キ簑口口

9（撮〉 衆議院選挙予定β
豪雪葡の植物観察……キ強ロロ

24（月〉躍 暴騰雛解．．、キ導口口

10僑〉 25㈹

11㈹ 26（脚

12㈱ 27㈱ ほのぼの教室

13（本〉汰鑓 ほのぼの教室 28〈斜

14（釣 29db

15㈹
灘

30（揖〉職 東顛城郡霞碁大会（休養村センター〉

懸難
、齢　　融 鐵　講翼　　難翻i羅　 繋漁　　 藩

文化の秋到采

像冑観お遊齪盆》謬嵩縷黎雲塵難襲墜
　　…40月から肩月にかけて、穫年間の学習の成果を発表する文化祭等が各学校・保蕎所で

　　　行われます。がんぱった子ども違にぜひご声援ください。

　　　　　　松之山夢艮蕎所　　簾1縄肇38（本〉
　　　　　　　※会場は松之山公会堂で嘗．
繰離雛繋1細保翻姻208（木〉
　　　　　　松嚢巨保養藝隣　　　　壌嘩月28∈3（盆〉

　　　　　　松里小学校　糟剛98（8〉
　　　　　　松之宙小蛍校箱月258（土〉
種麟校文《際潮小学校rさ椀び鯛
　　　　　　　　　　　重董月98（∈3〉

繊之凄串学絞文化祭

　賃月霞臼（土〉

　　松葛文化祭

一般公開8　”総簾8（土〉 R乍年の浦鐙小掌校ギさわらび祭」より
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滋む聰鍵募一濾。濠麹論、訪の縢灘ス誘鎌一ム巻繊嚢懸番ヤンヨ惣饗努鷺パー激驚繊獄紳懇追鵜搭る叢・

薮移懸溺麹寒く癒勢懸撫聰、
簸後建、ド嵐繋の働壱識灘麟藁の潔．霞黍の驚昆磯欝誘聡が、おる美糞舞溝購翻羅驚鋸漆るめが、

桜が散拳謹溢ろ癒舞るのが、護っ謬輝鐵番輪輪驚思鱒蛍霧瀞鞠畿闘淋載驚時・　蓑お酒巻飲み癒が疹発

る鋤轍翻醗瀧．惹の魂燃繊の漏鰺融隙韓難灘織麟¢漉翻灘纈蹴擬騨
鰍翻癒鵬、難麟ノ懸灘鰍磁灘灘瀬纈1畿熱灘覇猷i熱簾の一灘澱の融蕪撫
緒磁懸一撫癒飲麹1隊鶴～癒ぽ、鶴統醐癒欝難覆の機媛驚、儀統蔚癒験逢数鱒癒が勇馨一撫選騨騨鷺琳

ε2の塞渉慈i懸繁舞の紙統臨懸i嚢騒謹嚢べる．赤碕頻鞭ぽ寒霞ぽ憾i獲肇灘懸》箋灘癒。

繍ま、ま㈱騰纈灘懸轍騰の燃、麗羅鯵髄覇藩謙騰灘灘魯騰灘離灘簿
癒ね。簸後縫、寒懸隆蟻撚9嫉驚ね。　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹綴勲鱒瀦製樽獄》欝
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獅獺懸羅撚礫霧藝欝灘
繋甕欝　　 騰　　　灘　 鷺

　　　　聡　　　　　　　 燃　　　　脳職

　嶽之薮醗｛澱LE踊R

1㈹臨
16（旧） 落ち葉で遊ぼう・・一キョロq

2（段〉 休段診療当番（松之山診療所〉

きのこ博士ときのこ探検……キョロ印 17㈱
3傷） ドングリ遊び一・キョロ瓜

　　、、 18㈹ 松之毒中学校生徒模擬議会

4㈹ 19㈱1鳩

5（脚 20㈱ ほのぼの教室

6（お ほのぼの教塗 21（劒

7〈斜雛鑓 22㈹
8ω 23（冒〉 休嬉診療当番（漿立松代病院）

きのこ博士ときのこ探倹一キ簑口口

9（撮〉 衆議院選挙予定β
豪雪葡の植物観察……キ強ロロ

24（月〉躍 暴騰雛解．．、キ導口口

10僑〉 25㈹

11㈹ 26（脚

12㈱ 27㈱ ほのぼの教室

13（本〉汰鑓 ほのぼの教室 28〈斜

14（釣 29db

15㈹
灘

30（揖〉職 東顛城郡霞碁大会（休養村センター〉

懸難
、齢　　融 鐵　講翼　　難翻i羅　 繋漁　　 藩

文化の秋到采

像冑観お遊齪盆》謬嵩縷黎雲塵難襲墜
　　…40月から肩月にかけて、穫年間の学習の成果を発表する文化祭等が各学校・保蕎所で

　　　行われます。がんぱった子ども違にぜひご声援ください。

　　　　　　松之山夢艮蕎所　　簾1縄肇38（本〉
　　　　　　　※会場は松之山公会堂で嘗．
繰離雛繋1細保翻姻208（木〉
　　　　　　松嚢巨保養藝隣　　　　壌嘩月28∈3（盆〉

　　　　　　松里小学校　糟剛98（8〉
　　　　　　松之宙小蛍校箱月258（土〉
種麟校文《際潮小学校rさ椀び鯛
　　　　　　　　　　　重董月98（∈3〉

繊之凄串学絞文化祭

　賃月霞臼（土〉

　　松葛文化祭

一般公開8　”総簾8（土〉 R乍年の浦鐙小掌校ギさわらび祭」より
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”月・弩の麟覆賛U

rタスキを継げ！護
　～湯鳥駅伝大会を特集～　レP2～3

鋤議会議眞鵜闘く講
　～町の舎餅に鰐する毒え方を述べる～　》P6～7

r秋を楽しむ誘
　～農叢祭・接能祭・美徳展に大勢の人綴～　》P8～9

r松中女挙よ越地鷺駅伝大会優勝誘
　～男女揃って県大食に連続患場蜘　レ猟2

r保奮漸入漸園箆を募藥3
　～薬銀獲入斯園晃の簾集が鎗まります～　レP嫉

　　　　　　
上の写真は1992年（平成4葎）の健康マラソン幼兇の部です。

n鐸前の元気なこども達、誰だかわかりますか？

甲
き
き
き
遷
編

鴫
漣
歴
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鎗
歎
誌
灘
海
矯
薄
幾
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再
建
碧
》
鵯
嶽
醇
建
縄
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恥
錯
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亀
象
矯
、
軌
，
象
箋
画
》
X
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鍍
竃
，
簡
、
雛
覗

激
鞘
、
＼
蓮
一
再
建
趨
漆
編
欝
簸
鷺

おめでた（出生〉

該当なし

おくやみ（死亡）

轟橋　安信さん　83歳　天水島（峯　場〉

小野塚義廣さん83歳東　絹（平　場〉
山爆　ナカさん　91歳瓢　山（桶やさ〉
樋口　作平さん　87歳湯　山（宮　坂〉
商橋　ヨイさん　瓢歳　天水酷（単　助）
村山　文治さん　83歳　橋　諾（古屋敷）
佐藤　幸吉さん　88歳　天水越〈毒ぜん〉

＊9月三鷺から9月30藏までの屈出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、麗畿の時

　に窓環にお謡ください。

　　磁◎鰹躍

　　　　　　　9月30臼親往
総人口　3，049人（一3）
　　男　　美，486ノ＼　〈一2〉

　　女三，563人（一P
徴帯数　玉，鐙王芦（～2〉

　　　（〉内は萬月との比較

　町民憲章　昭鱗囎定
わたしたちは松之山町戻です。郷土を愛し、

みんなでよりよい驚づくりをしよう。

町民の合書葉

　　三、美しい緑と霧の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　王、ブナの穂が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　劉遣のカを嵩めよう

憲0臼

”臼　　霊3。27 霊7

遡いつ槻なうさ醐夢㊥
修＠廷）脅診臣⑨ξ彗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松鍵傑奮嫉

鐸

きつねごし、っしホ¢され｛ましこひる

亡aろちガ’きました

　・一㌣〆’ソ～〆

　　ゆうか
高橋　優香さん
（湯本・測鴬）
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、llr警難雛・ 蟹

きつねさ：れごトう〉ボU：ン¢

①つこひるごεろだホ

塘騨繍畿難．
　　　　　　　　　　　　　　　難

灘鋤麟、
　糠獣慧贈輩　凝罵鋸難、．．、騨雛難騰灘黙　織

ぽ（（じきつねがεれぽしこし、る

ご2ろだδ1

　　カさひ
高橋朝鰯くん
（天水島・i憩四郎）

　　発麗ぼ
　　でのつく
　　葡こか　の
　　弩議お
　　て　が・霜
　　る　ζ憲　　ぞ　　く
　　1　　い

※翠の湯は、肩月3Q9で今隼の営業を終了します ㎏購鴎勧》拶
　尋骸》㌻》則難鎧靭

買い物かごを持参するなど、ゴミの減少に

ご協力ください。

リサイクルにも進んで取り緯みましょう。
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